
エネシスグリサポ SDGsバイオマス有機 流通調達 生産 消費

主な取組内容

目標年度：令和９年度

成果目標：有機JAS 取得面積拡大

R4 年：10ha → R9 年：11ha

有機面積拡大

R4 年：135ha → R9 年：140ha

有機経営体数

R4 年：140 戸 → R9 年：145 戸

普及に向けた取組

成果目標

本事業に取り組むことにより、地域内外へ向けてのＰＲを行う。
また、有機農業に取り組みやすい環境づくり（人材育成、ほ場整備、地域内での販路の確

保等）を進めることで有機農業の取組面積や取組農業者の増加を推進する。

背景・課題

品 目

構 成 員

野菜（たまねぎ等）

問い合わせ先
南島原オーガニック協議会
TEL：0957-73-6661

南島原市

南島原オーガニック協議会（長崎県南島原市）

有機農産物を使用した学校給食
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写真 写真

R５補正
R６当初

講演会の様子

①⽣産
・新規就農者の確保に向けた支援体制の構築
・有機野菜の品目拡大に向けた試験栽培の実施（今後実施予定）
・有機JAS認証取得、更新に向けた支援の実施
・栽培技術向上に向けた研修会、先進地視察の実施

②加⼯・流通
・知名度向上、販路拡大を目的としたマルシェ、商談会などへの参加
・取組活動紹介に向けた広報用資料の作成

③消費
・消費者理解促進に向けた講演会、ワークショップ等の開催
・有機野菜を使用した学校給食の実施

南島原市、市内有機農業生産団体
（３団体）、島原振興局
JA島原雲仙、南島原市教育員会、
地元企業 等

作付けの様子

本市の課題として、加速度的に進む少子高齢化による
担い手不足と、市内全域が中山間地域である故の作業効
率の悪さ、地域内の知名度の低さなどが挙げられる。

流通
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